
 

 

 

発信日：2022 年 2 月 1 日 

 

1/28「水際対策強化にかかる新たな措置（26）」で、入国後待機期間が短縮され

ることが発表されました。あわせて、待機期間中の健康フォローアップや公共交

通機関不使用期間についても短縮されています。 

なお、入国前 14 日以内の海外での滞在歴に応じて、検疫所が確保する宿泊施設

で6日間ないしは3日間待機は継続されています。（10日間待機は6日間に変更されています。） 

今回のテーマ「国際的な人の往来再開に向けた段階的措置-続報⑭」について 

 

◆詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html 
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